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1. はじめに 

近年，様々なドローンの応用法が提案され，ドローンの

使用場面は年々増加傾向にある[１]．それに伴い，今後ド

ローンが同一エリアで複数同時に飛行する場面が増えるこ

とが想定され，ドローン間での通信時のデータ量も増大し，

通信時間の増大や電波干渉が起こる可能性が高くなると

予想される．そこで今回，特にカメラ搭載ドローンによる動

画像の配信について着目し，上記の問題を回避するため

の配信システムを提案し，その基本検討を行った．ここで

は，まず提案手法を述べ，その手法を用いたシステムの概

要，提案手法による処理の結果について報告する． 

2. 提案手法  

2.1 電波干渉への対応  

ドローンの通信は独自規格で行われるものが多いため，

今回はデータ通信について，無線 LAN を通じて撮影画像

を転送可能な SDHC カードである東芝社製の FlashAir を

用いる．一般的なドローンで動画像配信に用いられる周波

数および今回用いるFｌashAirの周波数は 2.4GHz帯であり，

障害物に強いが電子レンジ等の電波干渉に弱いという特

徴がある．そこで無線LAN中継機を用いて周波数を 5GHz

帯に変換する．5GHz 帯の電波は障害物に弱いが電子レ

ンジ等の電波干渉を強いという特徴があり，本システムに

適している．  

2.2 データ通信量の増大への対応 

ソフトウェアを用いて動画像の圧縮,加工でデータ量の

削減を行った．動画像の圧縮では MPEG-4 を用いて圧縮

を行い，加工には動画像に Region Of Interest(以下 ROI)

を施し,撮影対象物のみのデータを通信して、データ量の

削減を行った．ROI についてはインテル社が開発した画像

処理ライブラリである OpenCVを用いて行った． 

3. 提案システムの構成イメージ 

提案システムのイメージ図を図 1に示す．このシステムを

用いた配信の流れを説明する．まず，ドローン１のカメラで

撮影した動画像データを FPGA で加工，圧縮を施し

FlashAirに保存する．そして FlashAirを用いて障害物に強

い 2.4GHz帯の電波で送信する．次に，ドローン２に搭載し

た中継器で送信電波を 2.4GHz 帯から電波干渉に強い

5GHz 帯に変換し，PC 等の受信機に送信する．この際，

FlashAir，FPGA，中継機，動画像受け取り用機器は同一

ネットワーク上にあるものとする． 

 
図１．提案システムイメージ図 

4. 提案手法による処理結果 

圧縮を施して送信した場合のデータ量と転送時間の計

算結果を表 2に，さらに ROIを施して転送した場合の転送

時間の計算結果を表 3 に記す(表 2,3 ともに伝達効率は

100％)．これらの値は処理時間と転送時間の合計時間とな

っており非加工時と比べデータ量が圧縮時のみで 98.3％，

ROI適用後に圧縮した場合で 99.87％削減でき，転送時間

は圧縮時のみで 6分 22.2秒，ROI適用後に圧縮した場合

で 5分 30.2秒削減できた．  

表 2．非加工時と圧縮のみ施したときのデータ量と転送時間 

 非加工時 圧縮のみ施した時 

データ量 2.76Gbyte 48.1Mbyte 

転送時間 7分 20.6秒 58.4秒 

表 3．非加工時と ROI適用後圧縮した時のデータ量と転送時間  

 非加工時 ROI適用後圧縮した時 

データ量 2.76Gbyte 3.8Mbyte 

転送時間 7分 20.6秒 1分 50.4秒 

 

5. むすび 

今回，通信の混線，配信時間の増加を防ぐことを目的と

した動画像配信システムの提案，基本検討を行った．本シ

ステムは電波干渉を受けにくく，より高速に通信が行えるシ

ステムであることを確認できた．今後の課題は，システムの

FPGA への実装，電波に指向性を持たせ，より電波干渉に

強くすることが挙げられる． 
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